
重要課題（マテリアリティ）
マテリアリティを起点とした事業活動の推進

クラレグループは、事業活動を通じた社会課題の解決と持続的な成長を両立させるため、
自社にとって特に重要な課題をマテリアリティとして特定し、経営判断や事業戦略の前提 
となる重要な指針と位置づけています。2019年には、下図のマテリアリティ特定手順に 
基づき、『自然環境の向上』、『生活環境の向上』、『資源の有効利用と環境負荷の削減』、 

『サプライチェーン・マネジメントの向上』、『「誇りを持てる会社」づくり』の5項目をマテリ
アリティとして設定しました。各組織はこれらの解決に資する計画を立案し、その内容は
中期経営計画「PASSION 2026」の施策や目標に反映されています。今後も、社会情勢の
変化を踏まえながら、定期的に課題の把握・整理を行い、必要に応じてマテリアリティの
見直しを行います。

また、クラレグループの企業活動は、お客さま・消費者、株主・投資家の皆さま、調達先・
協業先、社員、そして地域社会や行政など、多様なステークホルダーとの関わりによって
成り立っています。引き続きステークホルダーとの対話と協働を一層深め、企業活動のさ
らなる充実を図っていきます。

マテリアリティ特定手順
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優先順位付け
マテリアリティ 

候補
マテリアリティ 

決定

国際的ガイドライン、
サステナビリティ評
価機関の調査内容
などから社会課題
の抽出、整理を行
いました。
抽出項目数
326項目
絞り込み
26側面

「化学セクターの 
ロードマップ」

（WBCSD ： 持続
可能な開発の 
ための世界経済人
会議）からSTEP 1
の26側面と重複し
ない4側面を抽出
し合計30側面とし
ました。

「ステークホルダー
にとっての重要度」
および「クラレに
とっての重要度」の
2軸で総合的に評
価し、優先的に取り
組むべき19の側面
を決定しました。

国内外のクラレ
グループ事業部長
と議論し、STEP 3
の19側面をグルー
ピングして、5項目
のマテリアリティ候
補を決定しました。

左記マテリアリティ
候補を取締役会で
報告し、最終決定し
ました。

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5

マテリアリティ特定手順

マテリアリティ

自然環境と生活環境の向上に寄与 （  P.18）

具体的な取り組み

・3Pモデルに示す施策の着実な実行  Planet（  P.27）／Product（  P.30）／People（  P.36）

・セグメント別戦略 （  P.54）

マテリアリティに基づく「PASSION 2026」の取り組み

クラレグループのマテリアリティ

基盤強化のための価値づくり

資源の有効利用と環境負荷の削減

・GHG排出量削減
・化学物質の排出量削減
・廃棄物の削減
・マイクロプラスチック問題への対応

サプライチェーン・マネジメントの向上

・サステナブル調達
・製品安全の強化

「誇りを持てる会社」づくり

・安全活動の推進
・保安防災の強化
・スマートワークの推進
・ダイバーシティの推進

事業を通じた価値づくり

自然環境の向上

・気候変動対策（省エネ）
・マイクロプラスチック問題の解決
・水と空気の浄化
・生物多様性保全
・次世代用途・製品・技術の開発
・サーキュラーエコノミー

生活環境の向上

・安全・安心な食料・水の提供
・QOL（クオリティ オブ ライフ）の向上
・健康増進
・次世代用途・製品・技術の開発

戦略・事業活動

・中期経営計画「PASSION 2026」（  P.21）

・事業ポートフォリオの高度化 （  P.22）
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https://www.kuraray.com/jp-ja/sustainability/materialities/#tabs-990b055820-item-e83d0e0ce2-tab
https://www.kuraray.com/jp-ja/sustainability/materialities/
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